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要旨足浴の温熱刺激がもたらす快適感の季節間差をみるために夏冬2回の足浴

の実験を行い，足浴時の湯温や被験者の身体温度と感覚との関連，快適感覚と温度感

覚との関連にっいて検討した．足浴に用いた湯温は39，40，41，42，43℃の1℃間隔

の5温である．

　今回の実験においては40℃が夏冬ともに快適と感じた人が最も多い湯温であった．

被験者の身体温度と快適感覚および温度感覚との間には有意な関連はみられなかった

が，1℃間隔の湯温の違いに対する感じ方は夏に比べ冬の方が鈍い傾向にあった．特

に冬において足背皮膚温の低い群にその傾向が著明であった．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長崎大医療技短大紀61117－121，1992
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1．はじめに

　日常の看護行為として行われる足浴は，清

潔保持という目的のほかに血液循環の促進，

快適感をもたらすなどの効果が期待されてい

る．これまでの足浴に関する研究では主にバ

イタルサインや皮膚温などを指標としたもの

の報告はあるが’）2）3）4），足浴のもたらす快適

感に焦点をあてた研究は少ないようである．

そこで今回我々は，足浴の温熱刺激がもたら

す快適感に焦点をおき，足浴時の湯温や被験

者の身体温度と感覚との関連，快適感覚と温

度感覚との関連にっいて特に季節による違い

をふまえて検討した．

2．対象および方法

　対象は19～22歳の健康な女子学生20名であ

る．実験方法としては，まず足浴開始20分前

から被験者を仰臥位安静に保ち，足浴直前に

胸部深部温，下腿深部温足背皮膚温を測定

した．その後32の湯をいれたベイスンに足

を浸漬させ，直後の快適感覚と温度感覚を尋

ねた．足浴に用いた湯温は39～43℃までの1

℃間隔の5温である．同じ被験者に対して同

様の方法で夏期と冬期の2回実験を行った．

なお快適感覚尺度としては，1．非常に不快一

2．不快一3．どちらでもない一4．快適一5．

非常に快適，の5段階，温度感覚尺度として

は，1．ぬるい一2，あたたかい一3．やや熱
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い一4．熱い一5．非常に熱い，の5段階を設

定した5）．また身体温度の測定にはテルモ社

製コアテンプを用いた．実験室の温度は夏冬

ともに24±2℃で維持した．

3，結　　果

1）湯温に対する快適感覚

（1）夏と冬の比較

　湯温毎に快適と答えた人の割合を夏と冬で

比較すると，39℃では夏60％，冬80％，40℃

ではそれぞれ75％，70％，41℃では55％，85

％，42℃では35％，65％，43℃では25％，35

％であった．快適と答えた人が半数以上を占

めていたのは夏では39℃と40℃の2温であっ

たが冬では39℃，40℃，41℃，42℃の4温で

あった．

（2）各被験者の感覚の夏と冬の違い

　同じ湯温に対する各被験者の感じ方が夏と

冬でどのように変化したかをみると図1の如

くであった．夏冬ともに快適の人は40℃が最

も多く，39℃，41℃では夏は不快だが冬は快

適の人が比較的多かった．42℃になると夏冬
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　　図1　各被験者の同一湯温に対する快適感覚の夏と冬の違い
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　　図2　足浴の湯温に対する快適感覚

　　　　　と温度感覚との関係
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ともに不快の人が増え，43℃になるとさらに

その傾向が強くなっていた．

2）快適感覚と温度感覚との関係

　図2は各被験者の快適感覚と温度感覚の関

連を湯温毎に示したものである．夏では39。C

で温度感覚尺度の2と3，快適感覚尺度の3

と4にほぼ集中していたものが，湯温が高く

なると温度感覚は4と5に，快適感覚は3か

ら2，1に変わった人が多くみられた．一方

冬では39℃で温度感覚の2と3，快適感覚の

4にほぼ集中していたが，41℃までは湯温が

高くなっても温度感覚，快適感覚ともにほと

んど変化がみられず，42℃になってようやく

温度感覚は4が多くなり，快適感覚にも変化

がみられた．このことから本対象者の場合，

湯温の違いに対する感じ方は，夏に比べ冬の

方がいくらか鈍い傾向にあったといえる，

3）身体温度と湯温に対する感覚との関連

（1）足浴前の身体温度と感覚との関連

　足浴前の被験者の身体各部位の平均温度は，

胸部深部温が夏36．1±0．8℃，冬353±0，9℃，

下腿深部温が夏35．4±0．9℃，冬3L9±2。1℃，

足背皮膚温が夏33．0±1．7℃，冬26．5±3．3℃

であった．いずれの身体温度も冬よりも夏の

方が有意に高く（P＜0．01），特に足背皮膚

温では6．5℃の開きがみられた．これらの身

体温度と湯温に対する感覚との関連をみるた

めに，快適感覚尺度の1，2，3を不快群，

4，5を快適群，温度感覚尺度の1，2をぬ

るい群，3，4，5を熱い群としてそれぞれ

2群間の身体温度の差をみたが，いずれも有

意差はなかった．

（2）足背皮膚温と感覚との関連

　今回の実験では冬において湯温の変化に対
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する感じ方が鈍く，また夏と冬との足背皮膚

温の差が大きかった．そこで次に足背皮膚温

の高低が湯温に対する感じ方に関連している

かどうかを検討した．被験者を夏冬それぞれ

に足背皮膚温の平均より高い群と低い群とに

分け，各被験者の5つの湯温に対する感覚の

違いをみた．夏においては温度感覚，快適感

覚いずれも皮膚温の高い群と低い群で似たよ

うな傾向がみられた（図3－a，b〉．しか

し冬の場合，温度感覚は皮膚温の高い群では

湯温が高くなるほど熱い方へ傾くが，皮膚温

の低い群では高い群ほどはっきりとした傾向

はみられなかった（図4－a）．また快適感

覚においても皮膚温の低い群は高い群ほど1

℃毎の湯温の違いに応じた感覚の変化が認め

られなかった（図4－b）．本対象者におい

ては特に冬の足背皮膚温が低い群で，湯温の

違いに対する感じ方が鈍い傾向にあったとい

える．

4．考　　察

　看護学の成書では足浴の適温は40℃前後と

示されている6）7）．氏家らは7月～9月に行っ

た実験で40～42℃が最も快適であったと述べ

ており8），竹谷らは7月に行った実験で開始

時40℃の足浴湯温では60％のものが温熱的快

感をもち，20％のものが不快であったと述べ

ている艦我々の実験では，夏と冬いずれに

おいても快適と感じた人が多かったのは40℃

であったが，冬では快適と感じる湯温が夏よ

り幅広い傾向にあった．さらに特に冬におい

て皮膚温が低い群では，湯温の違いに対する

感じ方が鈍い傾向にあった．

　今回の実験は対象が健康な女子学生少人数
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に限ったものであり，今後さらに患者や高齢

者などに対象を広げて検討を重ねていく必要

があると考える．

　本稿の要旨は，第12回日本看護科学学会学

術集会において発表した．
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